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１，本校のＮＩＥの現状 

本校は、平成 22 年度に「長野県 NIE 研究指定校」に認定された。 

1 年次は、社会科において新聞のスクラップ作りに継続的に取り組み、集めた記事をテーマに沿って

再構成する「スクラップ新聞づくり」の授業（３学年）を公開した。この研究では、新聞に親しむ生徒

を育てる上でスクラップ作りが有効に働くこと、スクラップを再構成する過程で記事を比較しながら読

む必要が生じ結果的に理解が深まることが確かめられた。２年次は、社会科以外の教科で新聞を取り入

れた学習を展開しようと考え、国語科での学習を進めてきた。 

本校には、国語の授業に限らず、板書されたことをきちんとノートにとろうとするなど真面目に学習

に向き合える生徒が多い。しかし、読み取った内容から自分に必要な情報を選んで考えをまとめたり、

情報の配列を工夫してわかりやすく表現したりする場面では、受け身になりがちな傾向もある。 

またＮＲＴの結果からは、「読むこと」の領域で「論理の展開や文章の特徴の把握」や「主題に即し

た読み取り」、「書くこと」の領域で「書く材料の収集・内容の明確化」の力が全国平均をやや下まわっ

ていることがわかった。 

そこで、これらの生徒に、表現意欲の湧く題材を提示し、類似した内容を扱った新聞記事を分析して

必要な情報やその配列を明らかにさせるようにすれば、文章の構成や特徴を読み取ったり、目的に沿っ

て書く材料を収集したりする経験が積めるものと考え、実践を試みた。 

 

２，ＮＩＥ実践のねらい 

（１）新聞に関する生徒の実態（抽出学級２年３組のアンケート結果より） 

抽出学級の生徒のうち、新聞を毎日見る者は３０％。逆に新聞を全

く見ないか月に１～２度見る程度の生徒は３５％で、「新聞に親しん

でいる」とは言えない状況であった。 

また、目を通す欄のベスト３は「テレビ欄」「４コマ漫画」「スポー

ツニュース」で、第４位の「中学生に関わるイベント・スポーツ」は

学級生徒の４分の１しか読んでいない

など、見る記事の偏りも大きい。 

７割弱の生徒が情報源としての新聞

の価値を認めているが、実際の生活の中

で「役に立った」「おもしろかった」と

思った経験のある生徒は少なく（学級生

徒の５割）、「学校の調べ学習で何を使う

か」という設問に新聞を挙げる生徒は２

名しかいなかった。これらのことから、

抽出学級の生徒は新聞記事を読む経験が少ないため、情報の正確性や文章の簡潔さ・合目的性といっ

た新聞の特長を実感できていないことが分かる。まずは新聞に触れる機会を多くし、新聞のよさや有

用性に気づくことができる学習活動が必要であると考えた。 
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（２）研究の概要 

実態（このような生徒に） 

   国語学習                 新聞活用に関わって 

 

 

 

 

 

 

 

手だて（こうすることによって） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

願う姿（このようになるだろう） 

   国語学習                 新聞活用に関わって 

 

 

 

 

 

 

 
 

・文章を分析的に読んだり、必要な情報を引き出

したりした経験が少ない。 
・自己の考えを伝えることに消極的。 

・明確な意図とそれにふさわしい材料で文章を書
くことができにくい。 

・自分たちが最上級生として迎える新入生を対象にするこ

とで、表現意欲の向上と相手意識の明確化が図れる。 

・小学校と連携し、実際に読んでもらった反応をフィード

バックすることで、成就感を味わわせることができる。 

【相手意識、目的意識の明確化】 

・印象深い人物紹介にするため、情報の集め方や文章構成

の仕方を知りたいという必要感を基に、明確な目的を持

って記事を読み、内容を分析することができる。 

【読む力の育成】 

 

・取材相手から必要な情報を引き出すため、試行錯誤しな

がら質問の表現を練り上げることができる。 

・ワークシートから、人物紹介記事の情報配列・文章構成

の仕方を学び、自分の表現に生かすことができる。 

【表現力の育成】 

・感じ方・考え方の違う友と意見交換することで、新たな

気づきや理解の深まりが生まれることを実感できる。 

・意見交換、取材や紹介文作成の役割分担を通して、自他

の長所・短所や協働学習での個のあり方が理解できる。 

【共に学ぶ姿勢の育成】 

・新聞を読む習慣が身についていない。 
・新聞の良さや有用性を実感することが少ない。 
・目的を持って記事を読んだり分析したりした
経験が少ない。 

・文章がどのような情報をもとに、どのような構

成で作られているか意識しながら読める。 

・積極的に他とコミュニケートし、自他の違いの

中から何かを学ぼうとする。 

・目的意識、相手意識を基盤として、材料を取捨
選択し表現を練り上げていこうとする。 

・多様な情報が盛り込まれ、新たな興味・関心を

導く契機となる新聞の良さを感じ、積極的に読
もうとする。 

・必要な情報を簡潔に伝えたり事柄を印象深く伝

えたりする文章のモデルとして、新聞記事を活
用しようとする。 

・山ノ内中学校の有名人を、小学６年

生に紹介する記事を書く。 

・生徒が関心を持ちそうな人物を取り

上げた新聞記事から、人物紹介に盛

り込むべき情報を読み取る。 

・読み取ったことをワークシートに整

理し、表現の際に参照できるように

する。 

・人物紹介に必要な情報を的確に聞

き出せる質問を考える。 

・記事の構成に学んで人物紹介を書く。 

・グループ内の意見交換で、読み取り

を確認したり、表現を練り上げたり

する。 



３，ＮＩＥ実践の内容 
（１）単元名 「山中の有名人」を６年生に紹介しよう  
          ～人物紹介文を書く～   
（２）単元の目標 ①人物紹介の記事を読んで、紹介文を書くために必要な内容を読み取る

ことができる。  (読む）  
②取材して集めた情報の中から、紹介文に必要な情報を選び、読み手を

意識して、人物を印象づける表現や文章構成を工夫して書くことがで
きる。 (書く）  

③より良い文章にするため、書いた文章を互いに読み合い、感想を伝え

たり助言したりできる。 (話す・聞く）  
④わかりやすい文章になるよう適切な語句を選択し、文章の推敲をする

ことができる。 (言語事項） 
 
（３）単元計画（７時間扱い）  

段
階 学 習 活 動 支援・指導 ◎評価 

時
間 

Ⅰ 

○単元全体の活動の流れを確認し、紹

介したい「山中の有名人」を決めよ
う。 

○人物を紹介した記事を探してみよ

う。 

○人物を紹介した記事を読んで感想

を書き、書かれている内容を読み取
ろう。 

・単元の活動を説明したあと、４人グループをつくり、

紹介する人物を決めさせる。なぜ、「有名人」なの
か、選んだ理由やいちばん伝えたいことも明確にさ
せる。 

・一日分の新聞を各自に用意させ、見つけた記事はス

クラップ帳に貼らせる。 

・スクラップした新聞記事を読ませ、感想や内容を書

かせる。 

◎単元全体の学習活動を見通すことができ、紹介文を

書く意欲を持てたか。 

◎人物紹介の記事を探し、感想や読み取った内容を書

くことができたか。 

第
１
・
第
２
・
第
３
時 

Ⅱ 

○人物を紹介した記事を読んで、「人

物紹介の書き方」を考えよう。 
・各段落の内容を読み取らせる。 

・インタビュー内容（質問項目）を予想させる。 

・新聞記事から読み取った内容を「紹介文を書くため
の材料」として、全体に確認させる。 

・インタビュー項目は自分たちの取材内容を考える際
の参考にするよう指示する。 

◎新聞記事の各段落の内容を読み取り、内容を書いた

付箋をワークシートに貼ることができたか。 

◎新聞記事の内容からインタビュー項目を予想し、ワ
ークシートに書くことができたか。 

第
４
時
（
本
時
） 



 

○インタビュー内容を考えよう。 
（取材計画） 

○取材をしよう。 

・「紹介文を書くための材料」をもとに、インタビュ
ー内容を考えさせる。 

◎インタビュー内容を考えてワークシートに書くこと
ができたか。 

・休み時間等も使って取材させる。 

第
５
時 

Ⅲ 

○インタビューの答えを整理して、紹
介文の構成を考えよう 

○紹介文を書いて、推敲しよう。 

・付箋メモ(第３時)を使って配列を考えさせる。 

・どのような順序で書けば人物を印象づけられるかと

いう観点を示す。 

・内容に不足がある場合は、再度質問を考えさせる。 

・グループ内で分担して、全員が書くようにさせる。 

(６００字程度） 

〔推敲の観点〕 

①誤字・脱字・ねじれの有無 ②書き出しの工夫 
③一文の長さ ④難解な語句の有無 

◎インタビューの答えの中から紹介文に必要な情報を

選び、読み手を意識して文章を書くことができたか。 

第
６
時 

Ⅳ 

○紹介文を読みあい、感想やアドバイス
を伝えよう。 

・語句の使い方や表現の仕方など他のグループのよい

ところを見つけ、取り入れたり、アドバイスを受け
て改良したりさせる。 

・清書させる。 

◎他のグループの紹介文を読み、感想やアドバイスを

言うことができたか。 
第
７
時 

 

（４）本時の学習展開 

①主眼 

小学校六年生に山ノ内中学の有名人を紹介したいと願う生徒が、紹介記事に盛り込む内容を

考える場面で、段落ごとに分けた新聞記事に小見出しをつける活動を通して、人物を紹介す
るために必要な内容とそれを引き出す質問のしかたを考えることができる。  

②本時の位置    ７時間扱い中の第４時  

③指導上の留意点 

・読み取りが苦手な生徒も、ヒントをもらいながら考えることができるよう、グループ活動

を取り入れる。 

・人物紹介に入れる内容がつかみやすいよう、新聞記事は１内容１段落に再構成して与える。 



段
階 

学習活動 生徒の反応 ○指導  ◎評価 時
間 

 
 

導
入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展
開 

１前時の学習
を振り返る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２人物紹介記
事を読んで、
形式段落毎
の内容を簡
潔な言葉で
表現する。 

 
 
 

Ｔ：前会の授業では、新聞記事を切り抜き、感想を書い
たり、中にどんな内容が書かれているか書いたりし
ました。スクラップ帳を開いて下さい。そこに書か
れている内容を発表して下さい。 

 
Ｍ生  福島背負い戦う 
    ①阪神大震災 
    ②東日本大震災 
    ③歳内君のこと 
    ④歳内君の目標 
    ⑤両親の思い 
    ⑥歳内君の決意 
 
Ｙ生  垣内さん 
    ①大会のこと 
    ②振り返り 
    ③垣内さんの心情 
    ④目標 
    ⑤家系図 
    ⑥年齢、出身地、いいところ 
 
ＹＭ生 ハヤブサを生み出す 
    ①ハヤブサ君誕生のきっかけ 
    ②選んだ道 
    ・・・・・（あとはわかりません） 
 
Ｔ：似たような内容が盛り込まれた人？ 
  数人挙手 
 
 

Ｔ：今まではばらばらの記事だったけど、今日は
みんなで同じ記事を読んで、人物紹介に必要
な内容を読みとっていこう。 

 
Ｔ：教師が記事を範読する。 
 
Ｔ：ワークシートを配ります。 

付箋を７枚配ります。 
 
Ｔ：段落ごとに切ってあります。それに小見出しをつけ

てみましょう。小見出しは付箋に書いて貼りましょ
う。 

 
緑のワークシートがグループのワークシートです。
班の中で一番良いなと思うものを貼っていきまし
ょう。これは４人グループでやります。 
 

○前時で扱ったスクラ
ップで、どんな事柄
が紹介されていたか
確認させる。 

 
○２～３名に指名して
答えさせる。   

 
考察 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人物を紹介した新聞記
事を配布する。 
 

阿部真奈さん「被災
地でアナウンサーを
務める高校生」 

 
○ワークシートと付箋
を配布する。 

 
○グループのワークシ
ートには、グループ
の中でもっとも良い
とする 生徒の付箋
を、個人のワークシ
ートから貼りかえさ
せる。 

 

 

学習課題① 

「人物紹介の記事を読んで段落ごとに小見出しをつけましょう。」 

この段階でばらば

らの記事でも自分

の記事と似たよう

な内容もあること

に気づく生徒がい

た。 
 
また、読み取りが難

しくわからないま

ま終わってしまっ

た生徒も見られた

ので、友達の発表を

聞くことでどんな

ことを書けばいい

のか目安にする生

徒も見られた。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３記事の内容
を引き出す
質問項目を 
考える。 

 

グループでの活動１ 
ＴＹ生：何書けばいいの？ 
Ｎ生：（黒板を見て）「ああいうことを書けばいいんで

しょ」 
 
（Ｓ生、Ｎ生、ＴＹ生は、小見出しをつけられずに困っ
ている。）   

Ｔ生：①と③がわからないけど、①は放送の様子 
Ｎ生：同じようなことにした。 
 
ＴＹ生：②は仕事の様子 
Ｏ生：仕事との出会い 
Ｔ生：どっちもあっていいよね。 
 

苦しくなってきた。できているところから貼ってい
こう。 

 
Ｔ生：④はアナウンサーをやろうと思ったきっかけにした。 
Ｏ生:私もラジオの仕事を引き受けたきっかけにした。 
  
 
Ｔ：それでは、そのくらいにしましょう。席を元に戻し

て下さい。できた班は発表してください。 

 １班 

 ①アナウンスしている場所 

 ②アナウンサーの仕事と両立していることの紹介 

 ③東日本大震災の被害 

 ④アナウンサーを務めたきっかけ 

 ⑤今の状況の中でやらなければならないこと 

 ⑥やりがい 

 ⑦女川町に対する思い 

（２班略） 

 ３班  

 ①明るい声 

 ②高校生アナウンサー 

 ③震災の大きさ 

 ④町のために 

 ⑤本当の声 

 ⑥町の人からの声 

 ⑦新しい女川 

 （４，５，６班略） 
 
 
 
Ｔ：この記事を書くために記者の方たちはどのような質

問をしたのか、段落ごとにグループで考えてみまし
ょう。 

 
 
 
 
グループでの活動２ 
 
Ｔ生：震災後の町はどんなようすでしたか？ 
Ｎ生：なぜ、この仕事をされたのですか。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○グループの代表者に
発表させ、全体で確
認をさせる。 
 

考察 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○質問項目はワークシ
ートに書かせる。 

 
 
 
 
 
 
 

 

学習課題② 

 「記事を書くためにどのようなことを質問すればいいのか考えよう」 

はじめなかなか書
き出せないグルー
プもあったが、次第
に声を交えながら、
内容を付箋に書き
始めた生徒達であ
った。が、かなり困
難を感じながらま
とめていた。グルー
プの活動が乗り越
える手だてになっ
た。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終
末 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４本時のまと
めと次時の
活動の見通
しを持つ。 

 

Ｏ生：仕事をやっている上でのやりがいは何ですか。 
   （お互いにうなずきあいながら、考えている。） 
 
Ｔ：席を戻して下さい。それではグループで考えた質問

を発表して下さい。（略） 
 
ＹＩ生：⑥は、仕事をしている上で何がやりがいですか。 

⑦は、なぜ、ラジオの仕事を受けたのですか。 
⑧は、どのような思いをされましたか。 

 
 
 
 
 
Ｔ：今日わかったことを書いて下さい。 

次に、自分たちが山中の有名人を書くのだけど、参
考にしたいこと、取り入れたいことを書いて下さ
い。 

 
Ｔ：次の時間は人物紹介するための内容を決めて、質問

事項を考えます。 

 考察 

 

○発表が終わったら、
座席を前向きに戻
す。 

○グループの代表者に
発表させる。 

○本時の学習でわかっ
たこと・自分たちの
紹介文に取り入れた
いことを書かせる。 

○次時の活動について
説明する。 

 

 

（５）本単元を通しての生徒の反応、感想、意見 

・普段はあまり読まない新聞をじっくり読んで新聞記事の書き方や、文章の構成などを初めて知るこ

とができた。そして、じっくり読むことで今まで知らなかった社会の状況を確認することができた。

６年生向けの文章を考えることで相手に応じた文章の書き方などを学べた。           

・新聞にいつも載っている短い記事でも２，３つなどとたくさん質問しないと 
文にできないことがわかった。そのときの気持ちなどを尋ねるといい。新聞 
を書く時は「５Ｗ１Ｈ」に気をつけて書くとうまく文章がまとまった。班で 
調べてきたことを情報交換して、書きやすくなった。また、過去、現在、未 
来に気をつけると伝わりやすいことがわかった。 

・新聞は、時間（過去・現在・未来）など１段落の内容をわかりやすく書くと 
良い。記事を書いて、今まで自分の感じてきたことや思っていたこと以上に 
詳しくわかりやすく記事にできて良かったです。誰にでもわかりやすく読み 
やすく、相手に伝えたいことが伝わると思う。 

・新聞を書くにはものすごい量の質問をしなければならない。やっぱり読む人 
に対してわかりやすく書くのが大事。 

・いつも何気なく新聞を見ていたけど、自分たちで作ってみて作るのは、いろ 
いろ調べなくてはいけなくて、大変だったのでこれからは、しっかり新聞を 
読もうと思いました。T 君のことをたくさん調べて又良いところが見つかっ 
たので良かった。 

 

わかりやすく伝
えるために 
５Ｗ１Ｈの書き
方に気をつけ文
章が書きやすく
なった生徒 

取材では、多くの
質問が必要であ
ることを実感し
た生徒 

難しさ、大変さを

乗り越え、新聞を

使った授業の良

さに気づき、達成

感を味わった生

徒 

過去・現在・未来
の構成に学んだ
生徒 

生徒達は、インタビ
ューの内容を考え
る場面では、友達の
意見をとり入れな
がら、相手のことを
考えながら、質問を
意欲的に考えた。 
人物紹介するため
の必要感が意欲を
引き出したと思わ
れる。 

考察 



４，研究のまとめ 

○継続的な新聞活用 

・人物紹介をするために、自分が興味のある記事をスクラップし、その書きぶり、構成、取材をそこ

から学べた。手元に記事も残るため、あとから見返しながら、自分の人物紹介に役立てる姿が見ら

れた。 

・実際の新聞記事から、インタビューの内容を考えることを通して、読み手にわかりやすく伝えるた

めには多くの取材が必要であり、その中から取捨選択して記事を書き上げていることを学べた生徒

の姿が見られた。本時は、一部の記事のインタビューの内容を考えたのだが、その学習があったか

らこそ、実際の取材でたくさんの質問を相手に失礼のないように、考えながらする姿が見られた。 

○２段階のグループでの活動 

・グループで新聞の内容を確認する場面では、黙っていても友達から考え方を取り入れる姿が見られ

た。多くの生徒が友達に聴くことにより、自分の考えをもてるようになった。また、友達に自分の

考えを認められ、安心する場面があった。自分の意見を伝え、友と意見を関わらせながら学びあう

姿が見られた。 

 

５，残された課題 

・本時は、記事の内容をつかむ場面では、小見出しと言う言葉を使ったが、生徒にわかりにくかった。

「どんな内容（こと）が書かれていたか」という言葉の方がわかりやすかった。新聞は授業に活用

する場合、その都度教師側の、生徒の実態に合わせた明確で、わかりやすい提示の仕方が必要であ

ると思われる。 

・困難に立ち向かう同じ年代の高校生の姿に、新一年生も含めた山中の生徒たちも、悩みや不安を乗

り越えていこうという教師側の願いもあり、今回高校生の記事を選ばせて頂いた。それだけに真剣

に読んで考える姿があった。しかし、女川町の方々は被災地というイメージをもたれ、悲しい思い

をしているという別の記事を読んだとき、この記事を取り上げて良かったのかという思いも持った。

しかし、今後も新聞を通し事実を知って、東北の方々に、変わらぬ思いを持ち続けることが大切で

あると思うと同時に、この経験を実際の自分たちにできる支援につなげたいと思うようになった。 

今後も新聞を通して生徒たちと共に考えていきたい。     

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

                                                                                                                             

↓信濃毎日新聞に紹介された本校の実践授業 

（2011 年 11月 13日付） 

←スクラップする生徒 

インタビューする生徒→ 


